




Detergency of Pulsator and Drum Type Electric Washing Machines














































































剤使用量は、表 2 の標準使用量を基準として、パルセーター型については水位 38 L に対して算出し、ド
ラム式については模擬洗濯物重量 2.3 kg に対して算出して求めた。
　表 3 の標準洗浄条件から、パルセーター型およびドラム式の洗浄力を比較するための洗浄条件、すなわ
ち洗剤濃度、洗浄温度、洗浄時間、浴比を設定した。詳細を表 4 、表 5 に記す。各条件において 1 浴につ
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成分 界面活性剤 （41％ ポリオキシエチレンアルキルエーテル）
安定化剤、抗菌剤、分散剤、アルカリ剤、pH調整剤、酵素
標準使用量 パルセータ 型洗濯機  洗濯液量60 Lに対し40 ml 
ドラム式洗濯機     衣料4 Kgに対し30 ml 




水位（L） 38 24 
すすぎ回数（回） 2
模擬洗濯物重量（kg） 2.3 
洗剤使用量（ml） 25 17 
洗剤濃度（％） 0.07 
脱水時間（分） 7 6 
                 






水量（L） 温度（℃） 時間（分） 浴比








9 9 1：38 （1 kg）






水量（L） 温度（℃） 時間（分） 浴比
12 0.07  （17） 24 24 9 1：10.4（2.3 kg）
13 0
14 0.035 （8.5）
15 0.14  （34）




20 9 1：24 （1 kg）
21 30 1：7.5（4 kg）
22 36 1：6  （6 kg）





　洗浄前後の人工汚染布の表裏をそれぞれ 2 か所ずつ計 4 か所を光電反射率計（HANDY COLORIMETER 
NR-3000）を用いて 550 nm の分光波長における表面反射率を測定した。原白布および洗浄前後の表面
反射率をKubelka-Munk式（1）に代入し、K/S値を求めた。













示すとおり洗剤の標準使用量から換算した0.07％濃度を基準として、表 4 の試料番号1 ～ 4および表 5 の
試料番号12 ～ 15に示す濃度条件、0、0.035、0.07、0.14％濃度で洗浄実験を行った。なお、両機種と
も洗浄時間 9 分、洗浄温度24℃、被洗物重量2.3 kgとし、パルセーター型は水量 38 L、ドラム式は24 L 
である。得られた結果を図2に示す。











































































水量：パルセーター型 38 L、ドラム式 24 L 











































































水量：パルセーター型 38 L、ドラム式 24 L 











































　2010年の洗浄実態調査によると、パルセーター型の平均浴比1 : 16.9に対し、ドラム式のそれは1 : 8.2
紀要原稿用紙（紀要様式 1-1）

























洗剤濃度：0.07％、洗浄温度：24℃、被洗物重量：2.3 kg  
水量：パルセーター型 38 L、ドラム式 24 L 

































































2010 年の洗浄実態調査による 、パルセーター型の平均浴比 1:16.9 に対し、ドラム式のそれは 1:8.2 で
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図6　浴比と洗浄効率の関係（ドラム式）
○：ドラム式洗濯乾燥機、洗浄濃度：0.07％、洗浄温度：24℃、洗浄時間：9 分
●：ドラム式洗濯乾燥機、洗浄濃度：0.13％、洗浄温度：24℃、洗浄時間：15 分
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